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要旨 

 小学校の総合的な学習の時間において、“ミツバチと環境とのつながり”を題材とした授業実践を行い、環境配

慮行動へどの様な意識変容があるかを考察した。授業では具体的な手立てとして、ミツバチからの目線で自然環

境を捉え直すことで、自然のつながりをより深く考えさせることを行った。本実践の最後の活動で、ミツバチの良

さや役割を皆に「知らせたい、伝えていきたい」というインタープリター（自然の翻訳者）としての行動が強く見

られたことは、自然への価値観（自然観）への意識変容があったと考えられる。このように生き物目線で自然に対

する見方・考え方を捉え直す授業実践は、環境配慮行動を起こす要因（規定因）にも影響を及ぼし、子どもたちの

将来の行動変容にもつながることが期待される。 

キーワード： 環境教育 環境配慮行動 自然観 生き物目線 インタープリター

１．はじめに 

近年、SDGs などの地球規模での持続可能な社会への

取り組みに注目が集まってきている中で、これからの

環境に関する諸問題を解決し、将来世代の豊かな生活

を保障するためには、環境教育の推進が必要不可欠で

あると考える。しかし、現在学校教育では、環境教育

の進め方として、特別に「環境」の科目を設けず、そ

れぞれの科目の中で教える、または総合的な学習の時

間に講師を招く、といった方法がとられている。この

ような教科ごとの学びでは、子どもたちの知識は行動

に、結びつかず活動がイベント的になり、環境への価

値観を育みにくいという事が指摘されている（飯沼，

2002）。 

 地球の持続可能性について配慮した環境にやさしい

行動（環境配慮行動）を起こす要因（規定因）につい

てはこれまでにもいくつかの研究がある（広瀬，1994；

環境省，2015）。 

 これまでの環境配慮行動の規定因のモデル検討の研

究を見ていくと、認知・知識の段階として獲得される、

「危機感、責任感、有効感、欲求」の４つとその環境

配慮行動をどのように評価しているか、という「実行

可能性評価、便益・費用評価、社会規範評価」の３つ

の計７つが分類されてきている。しかしながら、これ

までの環境配慮行動の規定因研究は主に大学生以上の

成人を対象としたものである。学校教育の特に児童期

においては、それらの規定因がどのように関わり合っ

ているのかについて明らかにされていない。 

 さらに、これまでの規定因に関する研究は、環境配

慮行動を明日から出来るといった即時的な行動を中心

として評価しているため、将来に関わる意識変容につ

ながる観点が欠けていると思われる。とくに児童に対

しては、長期的な視点で環境配慮行動につながる意識

変容を捉えていく必要がある。 

図 1 認知・行動心理プロセスモデル 三坂(2003)

実践報告

349

教育実践支援センター
長方形



またこれまでの研究では、規定因の中の内発的動機

と自然に対する価値観との関係についてあまり着目さ

れていない。一方、児童・生徒においては、学習指導

要領の「理科の目標及び内容」に自然に対する見方・

考え方が下記のように重要視されており、環境配慮行

動との関係についても研究を深める必要がある。 

 

【小学校】 

 

【中学校・第二分野】 

 

 

 環境という言葉と合わせて、生命の尊重や神秘性に

思いをはせる、といった内容があることから、自然に

対する見方・考え方の中には、不思議さに対する驚き

や美しさを実感することも含まれる。公表されている

環境教育プログラムの中には「自然との一体感」や「畏

敬の念」の獲得がなされることを重視しているものも

ある（能條・田口・藤田，2022）。このように、自然

に対する見方・考え方は、価値判断の根底にある自然

への価値観（自然観）に大きな影響を持つ（Droz，Chen，

Chu，Fajrini，Imbong，Jannel，Komatsubara，Concordia，

Chansatya，Nguyen，Sherpa, Tun＆Undrakh，2022）。 

 以上のことから、本実践では、児童の環境配慮行動

の規定因の関係をさぐること、さらに自然に対する見

方・考え方に対する価値観（自然観）の変容を子ども

たちの将来の行動変容にどのようにつながるのかを試

行することを目的とした。 

 

２．子どもたちの環境配慮行動と自然観に対する意識 

 授業実践の１ヶ月前と２ヵ月後に児童に対して環境

配慮行動と自然観との関係についてアンケートを行っ

た。内容は成人に対する研究（青木・栗栖・花木，2013）

を参考に対象児童に適した言葉に直したものである。

代表的な設問を紹介する。「自然を美しいと思う気持

ち」、「生き物の不思議さを知ること」は、それぞれ

どのくらい地球を大切にしたいという気持ちとつなが

っていると思うかについて５件法で聞いた。実践前の

結果では、「自然を美しいと思う気持ち」については

「とてもそう思う」の回答が突出しているのに対して、

「生き物の不思議さを知ること」「少しそう思う」に

ピークがあり、地球を大切にしたいと思う気持ちとの

つながりがやや弱いことが示唆された（図２・３）。

対して実践後にはどちらの問いも「とてもそう思う」

にピークがあり、地球を大切にしたいという気持ちと

つながっていると答えた児童が増えた（図２・３）。 

 

図２ 自然を美しいと思う気持ちと 

地球を守りたいと思う気持ちとの関係 

 

 

図３ 生き物の不思議さを知ることと 

地球を守りたいと思う気持ちとの関係 

 

３．ミツバチと環境とのつながりの授業実践 

３－１．実践対象 

授業日：２０２３年１０月１２日～１０月２４日 

対象校：静岡市立東源台小学校 

対象児童：５年生８９人（３クラス） 

３－２．実践構想 

 「ミツバチと環境とのつながり」についての内容で

学習指導案を作成し、総合的な学習の時間において実

践を行った。本実践は自然に対する見方・考え方を育

み深めることを目標とした。目標のための手立てとし

て、人間目線だけでなく、ミツバチからの目線で自然

環境を考えることで、自然界におけるさまざまなつな

がりをより深く考えさせるような工夫を行った。 

また、上記手立ての効果を検証するため、１時間目

の授業前と５時間目の授業後にミツバチの印象や知識

を問う、同じ設問からなる手立て検証調査を行った。 

 ミツバチを教材として選んだ理由は４つある。まず、

実践校が自然豊かな有度山北斜面に位置し、ミツバチ

生命の連続性や神秘性に思いをはせたり，自分自

身を含む動植物は，互いにつながっており，周囲

の環境との関係の中で生きていることを考えたり

すること（文部科学省，2018a） 

生命や地球に関する事物・現象に進んで関わり，

科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，

自然環境の保全に寄与する態度を養う 

（文部科学省，2018b） 
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の飛来が通年みられ，児童にとって身近な存在だから

である。次に、小学校の他教科の授業にもミツバチが

登場しており、学びのつながりを期待できるからであ

る、具体的に５年生では、国語でサクラソウとマルハ

ナバチという共存の観点の説明文を学習し、後期の理

科の授業では、植物の単元において、受粉について学

習する。さらに、ミツバチは世界中の植物の受粉の多

くを担っており自然界のつながりを考える上でまたと

ない教材であることも理由の一つである。最後に本実

践においては、ミツバチが社会性昆虫として蜜や花粉

を協力して集める生態の不思議さを兼ね備えているこ

とを特に重視した。なぜなら、自然に対する見方・考

え方を育み深めるには、まず教材自体に不思議さに対

する驚きや美しさが必要であると考えたからである。 

 学習計画を表１に示す。授業ではまずミツバチとの

共生という話題を取り上げ、日常生活との関わりの中

でのミツバチの魅力に気づくことが出来るようにした。

一方で、ミツバチの減少という問題があることを、ニ

ュース番組の養蜂家や専門家のインタビューをもとに

紹介し、解決に向けた活動を考えるグループワークを

行った。これらを通して、ミツバチの社会性昆虫とし

ての不思議さを学び、ほかの生き物の役割にも興味持

つこと、そして地球の持続可能性を考える際に生物多

様性の観点から、互いの生き物の間に深く関わりがあ

ることに気付き、環境とのつながりの捉え方に変化が

起こるのではないかと考えた。さらに、今年度、実践

校の５年生の総合的な学習の時間のテーマが SDGs で

あることから、まとめは SDGs に関連するよう行った。 

 

表１ ミツバチと環境とのつながり授業学習計画 

時 主な学習活動 

1 ・ミツバチとの対話式プレゼンテーション 

〇社会性昆虫としてのミツバチの面白さ・賢さ

を知り、生き物に興味を持つ。 

2 ・ニュース動画と新聞を用いた授業 

〇環境とミツバチが密接に関わっていること

や、ミツバチが減ってきていることを知る。 

〇ミツバチの減少原因を本や新聞で調べ、様々

な原因が複雑に関係していることを考える。 

3 ・ディスカッション 

○ミツバチとの共生について、減少した場合に

起こることを考える。考えたことを調べ、グル

ープで議論する。次回発表の準備。 

4 

･ 

5 

グループ発表・まとめ 

〇ミツバチ目線でどんなまちなら住み続けたい

と思えるか、住みよいまちづくりや他のいきも

のために自分たちにはどのようなことが出来る

のかを考える。（SDGs の視点でのまとめ） 

 

３－３．授業実践 

 授業の展開においては、人間目線だけでなく、段階

的にミツバチからの目線でも自然環境を考えられるよ

う、教材の作成に当たり、以下のような工夫を行った。 

・授業の配布物やスライドには、ハチのキャラクター

を用いて、親しみ易くすること。 

・ハチの生態や行動を説明する場面では、ハチとの対

話形式のスライドを作成したこと。 

・グループワークの発表後に，各自で生き物目線での

街づくりについて考える活動を展開したこと。 

 

 第１時では、ミツバチが地球の環境にとって無くて

はならない存在であることを紹介した。そして、社会

性昆虫としてのミツバチの面白さを知る導入を以下の

ように行った。特にキャラクターとミツバチの対話形

式で、クイズを出すことで、子どもたちが自分自身を

ミツバチのキャラクターに投影しながら参加できるよ

うな授業にした（図４、５）。また、スライドを見る

間は聞くだけにならないよう、穴埋めワークシートを

使ったまとめが出来るようにした（図６）。さらに５

時間分の流れやめあてを説明して、生き物目線で考え

ていく活動があることを知らせておいた。 

 

第 1 時の展開 

 学習内容 指導の要点 
 
 
3
分 
 
 
 
2
分 
 
 
 
5
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
20
分 
 
 
 
 
 
 
5
分 
 
 

手立て検証調査 
 
○ハチについての印
象を聞く。 
・はちみつ 
・刺されたら痛い 
・花粉を集める 
〇授業全体の説明 
ハチ目線で未来の静
岡市の姿を考える。 
 
 
○理科の受粉の授業
や、国語のサクラソ
ウとマルハナバチの
授業で学んできたこ
とから、ハチの生態
系の中の役割につい
て考える。 
・サクラソウはマル
ハナバチに受粉を助
けてもらっている。 
・自分で受粉出来な
い植物は、昆虫に助
けてもらわないとい
けない。 
 
○ミツバチの生態に
ついての動画を視聴
し、生物多様性の根
幹を担う、社会性昆
虫としてのミツバチ
の魅力について知
る。 
 
○ミツバチの生態や
ポリネーターとして
の役割を知り、感じ
たこと、考えたこと
をまとめる。 

 
 
・現状のハチについての認
識を確かめる。 
 
 
 
・5時間でどんなことをする
かの説明、動物の立場になっ
て考えた経験について聞き、
今回は虫の立場から環境を
考えていくことを伝える。 
・これまでの授業の内容か
ら、共生の観点の振り返りを
行う。 
・昆虫の助けがないと種を
残せない植物もいることを
思い出す。 
・このとき、子どもたちが生
物多様性や生態系について、
どの様な知識を持っている
かを参考に次回以降の資料
準備をする。 
 
 
 
 
・穴埋め形式のワークシー
トを用意し、メモを取りなが
ら学習できるようにする。 
・生き物目線で考えられる
ような声掛けや支援を行う。 
 
 
 
◆対話式プレゼンテーショ
ンを通して、ミツバチの魅力
を知り、生き物との繋がり
(生物多様性)について理解
することができる。 
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図４ ミツバチの生態説明授業スライド１ 

 

図５ ミツバチの生態説明授業スライド２ 

図６ ミツバチの不思議ワークシート 

 

第２時では、地球の環境にとって無くてはならない

存在であるはずのミツバチが実は近年減少していると

いう環境問題について考えた。教師からの情報だけで

なく、専門家がミツバチと環境問題についてどのよう

に考えているかを知るために、養蜂家や大学の研究員

の方のインタビューニュースを視聴したり、ミツバチ

が減少しているという新聞を用いたりした。その後、

子どもたちに、ミツバチ減少の原因から結果までのシ

ナリオを仮説として、ワークシートを用いてまとめさ

せた（図７）。工夫として、何がどうなってどうなる、

という例文を示し、原因から結果までの因果関係を意

識させ、シナリオ（仮説）を考えられるようにした。 

 

第２時の展開 

 学習内容 指導の要点 
5
分 
 
 
 
15
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
分 
 
 
 
 
 
10
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
分 
 

〇前時の振り返り 
・意外と身近にミツ
バチが飛んでいるこ
とに気が付いたよ。 
 
○ミツバチの減少の
新聞記事とニュース
動画を取り上げ、な
ぜ減少しているのか
整理する学習を行
う。 
◇日本で初めてミツ
バチの減少が報じら
れた時期の新聞を提
示。 
 
○調べたこと、考え
たことを発表する。 
・働いたストレス 
・殺虫剤 
・食べ物がない 
 
○ミツバチがいるこ
とでどんな良いこと
があるのか、いなく
なったらどうなるか
仮説を立てる。 
・ハチが受粉を手伝
っているおかげで、
食べ物が実る。 
・蜜を取ってくれて
いたハチがいなくな
ってはちみつを食べ
られなくなる。 
 
○次回、仮説につい
ての調べ学習、次々
回その発表をするこ
とを告知しておく。 

＊授業によってミツバチに
ついて考える機会が増え、身
近にいるミツバチの姿に気
が付いている。 
 
＊記事の中にある理由や、本
や提示資料からハチの減少
原因について調べる。 
・事実でない資料を参照し
ないよう、調べ学習の資料を
制限し、信頼できる情報であ
るか確認するよう指導する。 
＊要点にマーカーを引く、気
になる所をグループでまと
める、重要だと思ったものを
話す。 
◆新聞などを使ったミツバ
チについての調べ学習を通
して、生き物同士の繋がり
や、農薬と関連して SDGs 目
標 12 のつくる・つかう責任
などについて考えることが
できる。 
・ただどうなるかだけでな
く、何が原因でどうなってど
んな結果を引き起こすのか、
仮説を立てられるよう指導
する。（ワークシート図７） 
◆ミツバチがいることでど
んないいことがあるのか、い
なくなったらどうなるか、自
分の考えを持つことができ
る。 
 
 
 
・参考資料 
静岡新聞（H21.5.3）「ミツバ
チ不足各地で深刻化」 

 

図７ ミツバチの減少ワークシート 
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 第３時では、前時で考えた仮説を SDGs の視点から

整理し（図８）、ミツバチと環境との繋がりを調べる

学習を行った。図書館司書の方の協力のもと、ミツバ

チに関連した書籍を用意したほか、Chromebook を用い

てインターネットの情報からも調べ学習をできるよう

にした。ただし、ネット上の情報は科学的な知見に照

らして不適切なものも検索にかかることが多い。そこ

で、正しい情報の取捨選択が出来るように、調べ学習

の注意点（図９）を伝え、間違った情報を選ばないよ

う指導した。 

 

第３時の展開 

 学習内容 指導の要点 
5
分 
 
15
分 
 
 
 
 
 
20 
分 
 
 
 
 
 
5
分 
 
 
 
 

〇前時の振り返り、 
 
 
〇児童の仮説を SDGs
の目標ごとに分類。
調べたい目標によっ
てグループ分けを行
う。 
 
 
○前時の仮説の根拠
の資料があるかを調
べ、グループで議論
する。 
 
 
 
○次回発表出来るよ
う意見をまとめる。
この時、最終回では
ミツバチ目線でまち
づくりを考えていく
ことを告知する。 

・プリントに書いた仮説を
確認する。 
 
・ミツバチがいなくあった
らハチミツが取れなくなっ
て、ハチミツが好きなキャラ
クターもいなくなる？とい
う問いかけから、児童のシナ
リオを引き出す。 
 
・事実でない資料を参照し
ないよう、調べ学習の資料を
制限し、信頼できる情報であ
るか確かめるよう指導する。 
・発表で押さえてほしいポ
イントを提示し、議論がまと
まるよう支援する。 
・次回、ミツバチの魅力を伝
えられるような発表が出来
るよう指導する。 
・発表原稿のワークシート
を用意し、ポイントを押さえ
られるようにする。 
◆ミツバチの生態を調べる
学習から、ミツバチの生き物
としての魅力に気が付き、生
物多様性について考えるこ
とができる。 
◆ミツバチがいることでど
んないいことがあるのか、い
なくなったらどうなるか、を
考え、実際にその考えについ
て調べることで、現状の課題
や解決策について意見を持
つことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 調べ学習をするときの注意点 

 

 第４時では、前時で調べた、ミツバチの環境との繋

がりについて、SDGs の視点から発表を行った。この時

の工夫として、限られた５回の授業の中で調べ学習か

ら発表までを進めるために、発表原稿となるようなワ

ークシート（図１０）を作成し、これに沿って意見を

まとめていくことで、発表が出来上がるようにした。 

 

第 4・5 時の展開 
 学習内容 指導の要点 
15 
分 
30 
分 
20 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15
分 
 
10 
分 
 
 

○発表準備 
○各グループ 5 分の
発表。 
 
○発表を受け、ミツ
バチ目線で、どんな
街なら住み続けたい
と思えるか、ミツバ
チにも住みよい街づ
くりについて考え
る。また、他の生き物
ために自分たちには
どのようなことが出
来るのかを考える。 
 
○考えたことを発表
する 
 
○SDGs の視点でのま
とめ 
 
 
 
手立て検証調査 

 
・ただ聞くだけでなく、各グ
ループの良い所をメモでき
るようなワークシートを用
意する。（図１１） 
＊大きな街の模造紙と、付箋
を用意し、どんな街なら住み
たいかを書き、付箋を模造紙
に張り付けながらまとめる。 
・完成した模造紙を掲示し、
学年全体で見ることが出来
るようにする。 
・生き物の気持ちになって
SDGs を考えることで、環境
問題をより自分事として捉
え、解決策を見出すことがで
きるよう支援する。 
◆それぞれの発表を聞き、全
ての生き物に住みよい街づ
くりについて考えることで、
新たな学校や家庭の課題に
気付き、SDGs の目標達成に
向けた更なる活動について
考えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 第 3時板書計画 
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図１０ ミツバチと環境とのつながりワークシート 

 

図１１ 生き物の気持ちになって環境を捉えよう 

ワークシート 

 

発表時、ある班では農薬がミツバチにどんな影響が

あるかを調べ、ハチになり切って、帰り道が分からな

いことを劇風に紹介していた。またある班では、ミツ

バチの技術が生活に応用されていることを紹介し、ハ

ニカム構造の模型を作成していた。人が乗っても壊れ

ないことを証明するために、担任の先生が上に乗るパ

フォーマンスも考えて発表していた。 

発表の資料を見ると、外国からのハチの輸入で、病

気のハチが増え、ダニによって野生のハチが減ること

で、ミツバチが守っていた植物が枯れてしまうという

流れで説明している（図１２）。また、ミツバチには

様々な生産物があり、医薬品への応用について説明し

た上で、ミツバチのよさや減少の問題を周りの人が認

識していないことを問題点に挙げ、自分たちに出来る

こととして、ミツバチの事をもっと知り、良いところ

を伝えていくこと、と説明している（図１３）。 

このように「ミツバチの良さや役割を皆に知らせた

い、伝えていきたい」というインタープリター（生物

や環境の代弁者として市民にその翻訳をする者）とし

ての意欲や行動が見られたことは、重要な変容とも言

える。子どもたちの環境配慮行動に関する意識につい

て、事後アンケートの分析を行い変容の中身について

明らかにしていきたい。 

 

 

図１２ SDGs１３（気候変動に具体的対策を）の目標

グループ発表資料 

 

図１３ SDGs３（すべての人に健康と福祉を）の目標

グループ発表資料 
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 最後に第５時では、第４時までの授業を受けて、生

き物目線でどんな街なら住み続けたいかを考えた。人

間目線から一度離れることによって、これまで気づか

なかった自然界のつながりや、その大切さを意識させ

たかったからである。ここで、生き物目線で考える工

夫として、「私がミツバチだったら、もっと学校の花

壇に花が植えられていたら嬉しいなぁ」などという投

げかけを著者が行い、その後付箋紙に思い思いに意見

を書くようにした。生き物目線になりつつも、非現実

的な空想に走らないように、付箋紙を貼る模造紙には、

実践地域の特徴的な景観を簡易的に描いておき、静岡

の具体的な将来像に結びつけて考えるように促した。 

 

 

図１４ これからのまちづくりについて生き物の気持

ちになって考えよう模造紙（活動前）

 

図１５ これからのまちづくりについて生き物の気持

ちになって考えよう模造紙（活動後） 

 

３－４．調査シートに見る子どもたちの変容 

 本実践の手立ての効果を図るため、図１６の調査シ

ートを第１時の導入前と、第５時のまとめ後に行った。

①ではハチの印象について、②ではミツバチの生態に

ついてどのくらい知っているのかを聞いた。①ハチの

印象については、実践前には「怖い」「はちみつを作

る」という一般的な短い記述の児童がほとんどだった

が、実践後では「私たちの生活を助けてくれている」

「地球に必要な生き物である」といった、つながりを

意識した意見の表明が増えていた。 

 また、②(10)の「地球にとってなくてはならない生

き物かどうか」を４件法でたずねた質問においても、

事前では「聞いたことがない」「聞いたことはあるが

説明できない」という割合が多かった（図１７）。し

かし事後調査シートでは「説明できる」を選択した児

童の割合がほとんどになった（図１８）。このことか

ら、授業を通してミツバチが自然とどのようにつなが

りを持っているのかを理解できる児童が多くなったこ

とが分かる。また、自由記述欄に「人間以外の生き物

にとっても大切な存在である」と書いた児童もいるこ

とから、生き物目線になって考える活動によって新た

な視点を得られたのではないかと考える。 

 

 

図１６ ミツバチ授業前後手立て検証調査シート 

 

 

図１７ ミツバチと 

地球との関係 

（事前） 

 

図１８ ミツバチと 

地球との関係 

（事前） 
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４．考察と今後の課題 

 今回の授業実践を通して、ミツバチが生物多様性を

学ぶ上で非常に有効な教材であるということが示され

た。しかし、子どもたちの興味関心を引くための導入

で、どうしても知識を伝えていかなければならず、第

1 時が知識伝達の形の授業、つまり対話的な学びにな

りにくい点に課題を感じた。 

 授業の展開につれて段階的に生き物の気持ちになっ

て考えるという活動方法は、ミツバチ以外の生き物に

も応用できると考えられる。本授業実践を通して、子

どもたちに見られた最も重要な変容は、子どもたちが

自然の翻訳者として「学んだことやすばらしいと感じ

たことを他者に知らせたい、伝えていきたい」という

意欲を高めたことである。自然環境を自分事として捉

え、将来的な環境問題の解決への知識や態度を身に付

けていくうえで、生き物の目線を意識して学んだこと

を再構築することは大切なプロセスである。今回のよ

うに自然に対する見方・考え方を捉え直す授業実践は、

環境配慮行動を起こす要因（規定因）にも影響を及ぼ

し、子どもたちの将来の行動変容にもつながることが

期待される。 
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